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研究成果の概要（和文）：本研究では，情報技術(ICT)の導入がモンゴルの教育開発にどのように貢献できるかに焦点
をおいた．具体的には，モンゴルの地方の小学校 を中心にアンケート調査，聞き取り調査及び，ラウンドテーブルを
通じて，①教育現場へのICT導入の現状分析，②現地の教員のニーズとインフラに関する調査，③インフラとコストを
考慮した導入可能な情 報技術に関する検討・考察，④ICTを利用した授業の形態と位置づけの分析，⑤ 現地政府，研
究所との共同によるICTを活用した教材の試行とその評価実施，を実施した．分析結果は，モンゴル国立教育大学を通
じて，今後の地方 の小学校での教員研修の開発及び，実施に活用される予定である．

研究成果の概要（英文）：This research focused on how ICT could contribute to educational development in 
Mongolia. Through questionnaire survey, interviews and roundtable discussion at primary schools in rural 
Mongolia, five activities were conducted: 1) analysis of current use of ICT in educational activities; 2) 
observation and analysis of school infrastructures and teachers’ needs; 3) identifying potential 
technology to be applied considering infrastructures and cost; 4) analysis of types of teaching and 
instructions using ICT; and 5) trial and evaluation of teaching materials jointly produced with experts 
of local university and research institutions. The analysis result is expected to contribute and utilize 
in future development of teacher training for rural primary school teachers in Mongolia.

研究分野：教育と情報通信技術

キーワード： 情報技術と教育　国際開発　モンゴル　教育開発　教育分野における情報インフラ
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１．研究開始当初の背景 
東アジアの中でもモンゴルは，国際開発

機構（UNDP）人間開発報告書(2009 年)によ

ると，経済レベルは 177 ヵ国中 126 位とア

ジアの中でも開発が遅れた国と指定されて

いる．UNDP は総合開発が遅れている一要因

として情報技術（ICT）政策の遅れを指摘す

る．計画経済から資本経済への移行，さら

には,民主主義拡大政策の一環として，モン

ゴルでは，民主化後に二度に渡り(1993 年，

2003 年)新教育法が施行された．新教育法

では，公立学校の管理,運営義務の大部分が

地方分権化され，自由度・独自性が尊重さ

れると同時に，地方行政官,教員の役割が大

きく拡大している．その中で，教育分野へ

の情報技術の導入は，教育の質を向上，維

持するための重要要素として注目されてお

り，教育開発と情報技術の融合は，持続可

能な人材育成・教育開発を促進する手法と

して期待されている．  
 
２．研究の目的 
 
上記の背景のもと，東京工業大学チームは，

モンゴル教育文化科学省，教育開発研究所

との協働のもと 4年間に渡り，国連人間保

障基金による，モンゴル国ゴビ 3県におけ

る学校修復および，教材開発とモバイル・

トレーニング事業に携わってきた．本研究

では，これまでの経験を生かし，モンゴル

国の人口密度の低さ，整備が十分でない交

通インフラの現状，継続的に必要となるモ

バイル・トレーニングのコスト等を鑑み，

地域および，学校レベルにおける教育開発

への情報技術,遠隔教育の導入可能性を調

査・分析した．学校における情報技術導入

について継続的に調査をしているところは

少なく，今後 ICT政策を策定していく際に

助言を求められる現地大学教員，教育省の

専門家にとっても，急速に発展している

ICT分野の現状を反映した調査・研究の重

要性は高いと考えた．本研究では，特に，

情報技術(ICT)の導入がモンゴルにおける

教育開発分野の発展にどのように貢献でき

るかに焦点をおいた． 
 
 
３．研究の方法 
具体的な研究方法としては，モンゴルの地

方の小学校を中心にアンケート調査，実際

の使用者への聞き取り調査および，関係者

間のラウンドテーブルを通じて，⑴教育現

場へのコンピューターを含む ICT 導入の

現状分析，⑵現地の学校および教員のニー

ズおよびインフラに関する調査，⑶インフ

ラとコストを考慮した導入可能な情報技術

に関する検討・考察，⑷ICTを利用した授

業の形態と位置づけの分析，⑸現地政府,

研究所との共同による，ICTを活用した教

材の試行とその評価実施，を実施した．ICT

を活用した教材の試行は，Scratch という

オープンソースのプログラムを活用し，教

員の教材開発用に応用しマニュアルを作成

した．モンゴルでのアンケート調査および

アセスメントとして，モンゴルの 5県にお

いて小学校教員および学校長 130名に対し，

教育現場における ICT の導入の現状につ

いて調査した。 
 
４．研究成果 
 

回帰分析による結果からは，⑴教員の ICT

の活用は，主に①教員間・地方政府教育専

門家とのコミュニケ‐ション，②授業の準

備に確認された；⑵コミュニケーションに

ICTを活用する際に影響している要因とし

ては，学校のロケーション、学校と自宅に

おけるインターネット接続の有無，学校か

らのサポート，年齢，学校における地位，

などが挙げられる；⑶授業の準備に ICTを

活用する際に影響している要因としては，

学校のロケーション，学校からのサポート，

情報技術に対する理解，研修参加の経験，



コンピューターを使用している時間数，な

どが挙げられた。以上の結果は，モンゴル

国立教育大学を通じて，今後の地方の小学

校での教員研修の開発及び、実施に重要な

分析結果として活用される予定である． 
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